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歯学部卒業おめでとう

卒業を祝して

歯学部長　前　田　健　康

歯学科第47期生の皆さん、口腔生命福祉学科第
10期生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
本日めでたくご卒業される皆さんに、歯学部教職
員を代表して、心からお祝い申し上げます。ま
た、今日の日を一日千秋の思いで待ち焦がれてい
たご家族、保護者の皆様方のご尽力にも敬意を表
するとともに、お喜び申し上げます。

卒業生の皆さんは、新潟大学歯学部の教育課程
をすべて修了し、学士の称号を与えられて、この
春から、歯科臨床研修医、歯科衛生士、福祉職、
行政職、大学院への進学等、さまざまな道に進ま
れます。各人の進む道は異なるものの、歯科医
学・医療、口腔保健・福祉に携わり、国民の健康
の維持・増進に寄与するという皆さんの目標は同
一であると思います。

新潟大学歯学部は、昨年、創立50周年記念式典
を挙行し、新たな半世紀へと踏み出しました。こ
の50年の間に歯科界を取り巻く状況は大きく変わ
りました。歯学部設置当時（1965年）は歯科医師
不足とむし歯の洪水で、地域歯科医療に貢献でき
る人材、いわゆるdrill、fill、built（歯を削って、
詰めて、かぶせる）のできる人材養成が求められ
ていました。爾来50年、社会情勢は大きく変わ
り、歯学部設置前の昭和35（1960）年に男性
65.32歳、女性70.19歳だった平均寿命が平成25

（2013）年にはそれぞれ80.50歳、86.83歳となりま
した。また平成25（2013）年の高齢化率は25.1％

（男性22.1％、女性27.8％）となり、平成72（2060）
年には39.9％に達し、2.5人に 1 人が65歳以上にな
るとの推計が出されています。従って、今までの
歯科医療も健常者型から高齢者型へ大きく転換す

ることが求められています。そのため、歯学教育
も今また大きな変曲点を迎え、文部科学省では歯
学モデル・コア・カリキュラムの大幅改訂が、厚
生労働省では歯科医師国家試験出題基準の改訂が
共にリンクしながら進められています。これらの
改訂のキーは「超高齢社会」ですが、加えて「グ
ローバル化 globalizationへの対応」です。新浪
剛史前ローソンCOEは「グローバルな人材に求
められる要素は多様性 diversityの理解である」
と、また日産のカルロス・ゴーンCOEはグロー
バル化の時代で大切なことは、「identityを失わ
ず、多様性を受け入れることである」（日経新聞

「私の履歴書」）と述べています。本学歯学部で学
んだ口腔保健医療福祉というidentityを基盤と
し、diversityの時代であるグローバルな現代で
の皆さんの健闘を祈念いたします。活躍するため
には何が必要でしょうか？それは、異文化適応性 
adaptability to cross culture、言語能力
ability in language、法令遵守abidance、そし
て専門能力 ability in specialtyといわれていま
す。皆さんのidentityの確保には専門能力を常に
高め、維持することが不可欠なことはいうまでも
ありません。

超高齢社会の中、国は歯学に対し、健康長寿社
会実現への貢献、医療イノベーションの創出、国
際的な医療課題の解決を期待しています。しか
し、社会は口腔医療・保健・福祉のプロフェッ
ショナルとなる皆さんに対して、常に幅広い教
養、豊かな感性、きびしい倫理感を求め続けます。
また、社会は専門的知識やスキルを維持・向上さ
せる責任も求めるため、皆さんにはさらに一層の
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常日頃の精進が不可欠となります。皆さんが社会
から認められるためには、今日この日に、改めて
これからの長い人生に向けて新たな目標を設定し
ましょう。歯科医療・口腔保健従事者という職業
を真摯に受けとめながら、プロとしての自信と勇
気を持って、社会に対して積極的に貢献すること
を目指してください。学而不思則罔（学びて思わ
ざれば則ち罔

くら

し：人から学んだだけで、自分で考
えることをしないと、何もはっきりとはわからな
い）です。

私事ですが、私は昨年11月に教授就任20周年を
迎えました。20年前、若造の新米教授に、学外の
とある著名な教授から次のような激励の言葉をも
らいました。「君がこれから教授職を務めるのに
4 つのEを常に忘れずに頑張りなさい」と。頭文
字Eで始まる英単語がすぐに出てくるでしょう
か？ こ の 4 つ の E は e n c o u r a g e m e n t、
enthusiasm、economics、entertainmentで
す。小さいながらも研究室を維持できたのも、ま
た歯学部という大きな所帯を曲がりなりにも運営
できたのは、この 4 つのEを常に念頭に置いてき
たことにあるかもしれません。Disneyの創始者

Walt Disneyは夢を実現させる秘訣は 4 つのC、
すなわち、curiosity（好奇心）、confidence（自
信）、courage（勇気）、constancy（一度決心
したことを続ける一貫性）によって言い表せると
いっています。中でも一番大切なのが自信であ
り、この自信、そしてたゆまぬ努力が皆さんの
identityを高めるのです。

本日、新たな夢を胸にスタートラインに立つ皆
さんを、我々教職員一同はこれからも熱意を持っ
て、応援していきたいと思います。卒業する皆さ
んには、折を見て母校を訪ね、また生涯の学習の
場として、これからも新潟大学歯学部を積極的に
活用していただけるように願っています。皆さん
が今日巣立っていく新潟大学歯学部は競争が激化
している歯科界の中で、高い評価を受けていま
す。すばらしい教育資源を有しています。我々教
職員は皆さんに対し、これからの社会で勝ち抜く
ために必要な考え方、知識、技能を授けてきたと
自負しています。新潟大学歯学部を卒業したとい
う誇りを持ち、活躍して下さい。皆さんの今後の
活躍を大いに期待しています。
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御卒業おめでとうございます

医歯学総合病院　副病院長　小　林　正　治（歯科担当）

歯学科第47期生ならびに口腔生命福祉学科第10
期生の皆さん、またご家族の皆様、この度の卒業
誠におめでとうございます。歯学部での課程をす
べて修了され、晴れて学士の学位を授与されまし
た。これまでの努力とその成果を讃えますととも
に、光り輝く未来に対して心から祝福を申し上げ
ます。

皆さんは今、新たな人生のステージに向かって
スタートの場に立ち、将来への夢や希望と緊張感
に包まれていることと思います。歯学科では、こ
れからの歯学界をリードする人材を育成すること
を目的として様々な教育を行ってきましたが、そ
こで得た知識や技術は歯科医師としての基礎とな
ります。歯学科を卒業された皆さんは、歯科医師
国家試験に合格すれば 4 月から臨床研修歯科医師
として 1 年間研修施設に勤務し、その後に臨床あ
るいは研究の第一線で、あるいは公衆衛生など歯
科医療行政の分野で活躍することとなると思いま
すが、歯科医師として大きく育つためには新潟大
学で学んだ基礎の上に何を積み重ねていくかが勝
負となります。また、口腔生命福祉学科では、高
度な歯科専門知識を有しつつ、保健・医療・福祉
を総合的に思考・マネジメントできる人材の養成
を目的として教育を行ってきました。口腔生命福
祉学科を卒業された皆さんは、歯科衛生士あるい
は社会福祉士として、臨床や教育・行政の現場に
進まれることと思います。皆さんには医療や社会
福祉に関する広い視野と豊富な知識や高いスキル

がますます求められていきます。後進の指導もで
きる歯科医療や社会福祉のプロフェッショナルに
なられることを期待しています。

歯科医療は歯科界のみで完結するものではな
く、医療全体の中の一分野としてその役割を果た
すことになります。近年では多職種連携がキー
ワードとなり、口腔ケアや周術期口腔管理、摂食
嚥下リハビリテーションなど、歯科医師や歯科衛
生士には他職種と連携して活動する場が広がって
きています。また、歯科医療の対象も健常者型か
ら高齢・有病者型へとその重点が変化して診療の
内容や対応すべきリスクも大きく変化しており、
こうした変化に対応し得る高い専門技能を有する
歯科医師や歯科衛生士が求められています。医療
の世界は日進月歩であり、生涯学び続けることが
求められていますが、新潟大学歯学部の教育カリ
キュラムを修了された皆さんには、今後の長い生
涯学習の道程を乗り越えていくために必要な基礎
的能力がすでに備わっているものと思います。歯
科界を取り巻く環境は必ずしも明るいものではあ
りませんが、明確な目標を設定して地道に努力を
重ねれば必ず素晴らしい未来が切り開けるものと
思います。是非、知的好奇心を失うことなく、一
歩一歩努力を重ねていただきたいと思います。

新潟大学歯学部ならびに医歯学総合病院歯科診
療部門は、これから様々な分野で活躍する皆さん
を全面的に支援します。卒業した後もいつでも門
をたたいて下さい。
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卒業にあたり

歯学科 6年　小　貫　和佳奈

6 年間は短いようで、思い返せば相応に内容の
詰まった時間でした。中高時代までとは比べよう
のないくらい自分の意思次第で何にでも触れるこ
とのできる環境でもあり、逆に容易に手を抜くこ
とのできる環境でもありました。しかし、将来と
直結する時間であることを年々自覚するにつれ
て、とても楽しい時期でしたが取捨選択の難しい
時期でもありました。関心を持ったことだけに
突っ走り、やるべき事を後回しにしがちだった私
は特に余計なことばかりしてきたと多少なり認識
していますが、それもまた今後、何か自分の糧に
なると思っています。勿論、反省点もあるのでそ
れは今後の課題です。何にせよ、卒業を目の前に

「悪くない大学生活だった」と思えている自分に
少しほっとしています。

悪くない、なんて書いてしまいましたが、それ
はもっと頑張ればよかったと感じてる自分の主観
的な言葉であって、沢山の方々に支えて頂いた最
高な学生生活でした。良いこともしんどいこと
も、一番解ってくれるのは同じ環境にいる人なの
だなと思いました。至らないことだらけの私は
きっと許されたり許されなかったりしつつも、 6
年間同じ場所に所属し続けられたことにとても感
謝しています。学生でありながら患者さんを診察
させて頂いた臨床実習では、診療に関することだ
けでなく、社会人として生きてく上で最低限必要
なことを先生方に指導して頂いたと感じていま

す。ご指摘頂いたこと、感じ取ったことは今後意
識して過ごしていきます。また臨床実習をしつつ
も思ったのは、もう一度座学を受け直したい、と
いうことです。覚えなければいけないこと、理解
しなければならないことは膨大だけれど、それ全
部必要なことだから！もっと頑張っておいて！と
当時の自分に伝えたいです。実際に少しでも診療
に触れられたからこそ、こう思うのかもしれない
と思うと、やはり臨床実習は有難いものだったと
実感しています。基礎から教えてくださった先生
方もさっぱり解らないであろう学生の私に一生懸
命伝えてくれていたのだと思うと、やり直せたら
どんなに良いかと後悔しています。過去に戻るこ
とはできないので、これからその分を取り返せる
ように頑張っていきたいと思います。

今の自分があるのは関わって下さった全ての人
あってのものです。これからも着実に進んでいけ
るよう、大学生活を忘れずに過ごしていきます。
本当に有難うございました。

技工室にて。筆者は右。
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卒業だ、飲もう！

歯学科 6年　木　村　龍　弥

6 年間この歯学部ニュースの原稿の執筆担当を
のらりくらりとかわし続けてきたのですが、最後
の最後でこの原稿を書くことになってしまいまし
た。そんな自分のひきの良さなのか悪さなのかを
考えつつ、この原稿と向き合っています。今回の
テーマは「卒業に関して」ということなので、歯
学部での 6 年間を簡単に振り返ってみながら原稿
を進めていきたいと思います。

6 年前初めてこの新潟の地に立ち、新潟大学歯
学部の学生としての生活をスタートさせたのが遠
い昔のことのように感じられるのは、年月のせい
だけではないように思えます。

1 年生の時は、歯学部生といいつつも教養がメ
インで、ほとんど歯学に携わる機会が無く暇を見
つけては覚えたばかりのお酒を楽しんだりアルバ
イトをしてみたり、初めて住む新潟の地を散策し
てみたりなどの毎日でした。

しかし、 2 年生以降の歯学部生としての生活で
思い出されるのは実習の数々です。 3 年生での解
剖実習や 4 年生で畳み掛けてきた数々の臨床系の
実習が印象的でした。しかし、数々の実習の中で
一番辛かったのは、やはり 5 年生の後期から始
まった臨床実習でした。

私の臨床実習は真っ黒でした。苦手な技工、書
くのが大変な外科の所見、症例検討会用のパワー
ポイント作り、試問、様々なレポート、診療前後
の先生とのディスカッション等々、思い返すとき
りがありません。たまに理不尽な事で怒られるな
んてこともあり、筋が通らないなど愚痴をこぼし
たこともありました。そのような実習の中で始末
書の恐怖というのは大きいものでした。 3 枚貯ま
ると実習停止、すなわち留年の危機なのです。私

のような不器用な人間は、いつどこでミスをして
しまい始末書を書かなくてはならない状況に陥っ
てしまうか分からないので、それはもうドキドキ
でした。（その恐怖が微妙なものになってしまっ
た事件が実習の途中でいくつかありましたが、そ
の事件については諸事情により割愛させていただ
きます。）

そのような生活の中での私の救いは「お酒を飲
むこと」でした。単にお酒を飲むのが好きという
のもありましたが、辛かった時「とりあえず飲も
う」という一言でお酒に付き合ってくれた仲間

（＋先生）がいたというのが大きな支えでした。
同じ辛さを味わった仲間内で愚痴などをこぼしつ
つ酌み交わす酒の味はちょっとだけ違う味がしま
した。

これから先、嫌な事は多々あると思うけれど、
今と変わらず「とりあえず飲もう」の一言で集ま
れる仲間（＋先生）とお酒と良い関係を築いてい
けたらいいなと思います。

最後まで私の稚拙な文章に御付き合い下さいま
して誠に恐縮です。私のような学生が無事卒業を
迎えることができたのも周りの多くの方の支えが
あったおかげだと思います。お世話になった先生
方、先輩後輩、周りの友人、両親に感謝したいと
思います。ありがとうございました。

同級生と（筆者は後列の中央）
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が増え、特に臨床実習の引き継ぎの時はとてもや
りやすく、学年を越えたつながりの大切さを実感
しました。ぜひ来年度以降もこのような機会を作
り出してほしいと思います。
「入学者のことば」として約 4 年前の歯学部

ニュースには「ひとつひとつの出会いやつながり
を大切にしたい」と執筆させていただきました
が、その思いを胸にこの 4 年間で得た出会いやつ
ながりは私にとってかけがえのない財産になりま
した。

最後になりますが、不甲斐ない私に学ぶ機会を
与え、成長させてくださった先生方、そしてなに
よりも 4 年間共に励まし合いながら過ごしてきた
口腔生命福祉学科10期生のみんなには本当に感謝
しています。この 4 年間での経験を活かし、今後
社会に出て頑張っていきたいと思います。

筆者：前面と前列左から ２人目

卒業にあたり

口腔生命福祉学科 4年　牧　口　由　依

「口腔は学年が上がるにつれて忙しい」と入学
当初から聞いていた噂が、徐々に確信に変わって
いきました。早いもので入学してから 4 年が経と
うとしています。私が高校生の頃に思い描いてい
たキャンパスライフとは程遠いものでしたが、こ
の 4 年間は毎日とても充実していました。

その中でもやはり印象に残っているのは、 4 年
次の臨床実習です。実習が始まった当初は、12月
まで本当にやっていけるのかと先が思いやられる
毎日でした。月曜日に病院に向かう足取りは重
く、木曜日の実習終了後は解放感に満ち溢れて学
校に戻り「華の木曜日」を迎える…そんなことを
毎週繰り返していました。実習では毎日学ぶこと
だらけで、座学で学んだことと現場での実践との
ギャップに戸惑い、悔しい思いをすることばかり
でした。それでもひとつひとつの経験や失敗が積
み重なって自信に変わり、患者さんから「ありが
とう」と感謝された時にはそれが励みとなり、や
りがいを感じることができました。

また、私は歯学部のバスケットボール部と全学
の総おどりサークルに所属し、学業以外でも充実
した日々を送ることができました。バスケ部では
学科・学年を越えた仲間と共に同じ目標を目指
し、デンタルでは女子部は 2 年連続 3 位という成
績を収めることができました。総おどりサークル
では、 1 年次からの夢であった医歯学祭での演舞
を今年度初めて叶えることができました。そして
もう 1 つ、おそらく初めてとなる口腔生命福祉学
科の学生の親睦会も開催することができ、学年を
越えたつながりを作ることができました。歯学科
に比べ新しい学科とはいえ、少人数の学科である
にもかかわらず同学年以外はほとんど話したこと
がありませんでした。これを機に知っている後輩
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卒業にあたり

口腔生命福祉学科 4年　正　村　美　里

期待より不安いっぱいで臨んだ入学式から、も
う 4 年が経ってしまいました。慣れない土地での
一人暮らしで体調を崩し、一週間入院してしまっ
た事がつい先日の事のようです。

学年が上がるにつれ、級友やサークル仲間との
交流が増えていく中、自分の居場所や今やりたい
事、やるべき事が湧き出てきて、ふと気が付くと
卒業が目前となっていました。特に 4 年次は臨床
実習と社会福祉現場実習、並行してPBL、講義、
特論等に取り組みながらの就職活動、国試対策と
いう、本当に目まぐるしい日々でした。

歯科の臨床実習では、実際の診療を前に緊張し
てしまい、行動に移せないだけでなく、歯科衛生
士さんのような気遣いもできず、私には向いてい
ないのではないかと悩んだ時期もありました。し
かし、経験を積むうちにできることが増え、アシ
ストを任せてもらえるようになったことで、歯科
衛生士としてのやりがいや喜びを感じることがで
きるようになりました。お忙しい中、不甲斐ない
私に丁寧に指導してくださった歯科医師の先生方
や、いつも優しく助けて下さった歯科衛生士のみ
なさんにはとても感謝しています。

また、歯科の実習と並行して行った福祉の現場
実習では、地域包括支援センターに行かせていた
だきました。包括支援センターでは、高齢者の方
の生活の様子や、その生活を支える社会福祉士等

の職員の方々の活動を見学させていただき、普段
机上では学べないような、実際の福祉現場につい
て学ぶことができたと思います。そこで出会った
職員の方々や、たくさんの利用者さんとのふれあ
いがきっかけで、福祉の道に進みたいと強く思う
ようになりました。一か月という短い期間でした
が、毎日優しく親切に接してくださったみなさん
のおかげで充実した時間を過ごすことができ、心
から感謝しています。

人としては、まだまだ未熟な私ですが、この 4
年間大学で学んだ歯科の事をはじめ、色々な活動
を通して経験した事、人との関わりや繋がりの大
切さ、温かさを忘れる事なく、その人らしい人生
を送れるような最大限のサポートが出来る、強く
優しい社会福祉士になれるように頑張りたいと思
います。この 4 年間支えてくださった沢山の方々
に感謝し、少しでも恩返しが出来るよう努力した
いと思います。ありがとうございました。
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